
番号 名称 収納場所 枚数等 内容 備考

1
昭和20年8月14日　技術院松前参技官による新規爆弾ニヨル広島市災
害状況調査報告

クリアブック１ 冊子
爆発時の気象・爆弾の分析・爆風、火災、被
害等の状況

極秘の朱印あり　「12」と番号が打ってある

2 昭和21年9月16日　原子爆弾災害調査研究報告 クリアブック２ 冊子
浅田氏蔵　原子爆弾に関わる調査をふまえて
まとめられた報告

浅田氏のサインと「未定稿」の印あり

3 昭和21年8月21日　浅田氏が記した会報への原爆についての記事 クリアブック３ 1枚 原爆について浅田氏が寄稿したもの 原爆のイラストも描かれている

4
・B研に関わる資料
・原子爆弾ニヨル人的被害（都築教授原子爆弾調査研究報告）

封筒①
12枚
4枚

・大阪帝国大学の用紙にB研に関わるメモ5枚
目にB研・「水交社」の記載あり
・都築レポートに関わる報告の資料

・鈴木清太郎・荒木俊馬の研究内容も記載されている
・グラフ等も添付されている

5 学術研究会議原子爆弾災害調査研修特別小委員会への出席依頼 クリアブック５ 1枚 昭和22年4月7日の会議への出席依頼 委員長　林春雄氏からの依頼状

6
8月6日広島市に投下せられた特殊爆弾に関しての調査を依頼されたこ
とへの回答作成のためのメモ

クリアブック６ 6枚
特殊爆弾の「被害程度の調査・原子爆弾なり
や・対策」を調査するよう依頼されたと記述
あり

8月6日広島市に投下せられた特殊爆弾に関しての調査を
8月9日に委嘱されたと記述あり

7
呉海軍病院長から大阪警備府参謀長に提出した原子爆弾医学的調査資
料

クリアブック７ 冊子
医学的な調査内容の報告　医学的データ・個
人の病状・治療の効果等

参謀長までの決裁あり。浅田博士に・・とのメモ

8 冊子「科学の反省」 クリアブック８ 冊子 「科学の反省」伏見康治著 昭和21年6月27日に浅田氏が重田氏に贈られたとメモあり

9 冊子「原子爆弾」嵯峨根遼吉著 クリアブック９ 冊子
P37～40なし（原子爆弾と日本・原子爆弾の
効果）

昭和20年12月1日　「阪大理学部　浅田」の印あり

10
冊子「放射線量の測定法」菊池理一氏　関西原子力研究会における講
演要旨

クリアブック１０ 冊子
1956年1月30日　関西原子力研究会主催で菊
池理一氏が阪大薬学部にで講演した要旨

11 メモ クリアブック１１ 14枚 浅田氏が草稿をまとめるためのメモ？ 浅田氏のものと思われるが記名はない

12 奈良教養講座案 クリアブック１２ 1枚
湯川秀樹・浅田常三郎等、一級の科学者の名
前が並ぶ講座の案

原爆とは関係がないと思われるが　一緒に入っていた

13 スクラップ帳 封筒② 2冊 原爆に関するスクラップ 浅田氏のものと考えられる

14 ブルース博士・ヘンシャウ博士の礼状 クリアブック１４ 1枚 ２人の博士からの英文の礼状 1946年（昭和21年）1月4日付け　浅田の落款がある

15 厚生省総務局長東龍太郎氏から浅田常三郎あての手紙 クリアブック１５ 1枚
ブルース博士・ヘンシャウ博士の礼状送付に
ついて

昭和22年1月17日付け　礼状の書かれた日から約1年後

16
厚生省医務局長から浅田常三郎に送った封筒

クリアブック１６ 1枚 封筒を切り開き、ファイリングされたもの 昭和22年1月17日付け　礼状の書かれた日から約1年後

17 板塀 封筒③ 2枚 アレチノギクの陰翳の映る板塀 広島女子高等学校にて取得とある

原子爆弾調査関連資料のまとめ　(物理学者淺田常三郎氏に係る資料等）　　　　　　　　　　　　　　（宝塚市教育委員会教育研究課）


